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2しずくいし議会だよりNo.137

近隣市町の自主財源比率（令和５年度）
県平均

33.0％ 40.6％ 37.1％

30.0％ 32.2％ 46.2％

盛岡市 滝沢市

八幡平市 紫波町 矢巾町

当町の自主財源比率は県平均と近い数値です。

　
令
和
８
年
度
会
計
予
算
特
別
員
会

（
徳
田
幸
男
委
員
長
、
小
笠
原
百
合
子

副
委
員
長
）
は
令
和
８
年
３
月
10
日
か

ら
5
日
間
行
い
、
一
般
会
計
な
ど
10
会

計
予
算
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
歳
入
と
歳
出
の
内
訳
と
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
感
想
、
注
目
の
質
疑

を
お
届
け
し
ま
す
。

町税の内訳
・町民税7億6,065万円� 111％
・固定資産税12億7,382万円� 104％
・軽自動車税7,046万円� 97％
・たばこ税1億2,306万円� 98％
・入湯税5,891万円� 100％
� （前年比）

＊自主財源って何？
　町税、使用料、手数料など国に
頼らず自治体が自ら徴収・調達で
きる収入です。この割合が高いほ
ど自治体独自の施策を実施しやす
く財政が安定・自立しているとみ
なされます。

特集
令和8年度
雫石町予算
歳入と歳出

の当初予算の当初予算

歳入

＊＊自主財源計自主財源計
3636億億77,,287287万円万円
（（3333..22％％））

町税町税
2222億億88,,690690万円万円

その他の交付金　その他の交付金　
99,,652652万円万円地方譲与税　地方譲与税　

22億億44,,400400万円万円
地方消費税　地方消費税　
44億億44,,000000万円万円

町債　町債　
66億億88,,630630万円万円

県支出金　県支出金　
77億億88,,938938万円万円

国庫支出金　国庫支出金　
1111億億77,,567567万円万円

繰入金繰入金
77億億22,,400400万円万円

寄附金寄附金
44億億200200万円万円
使用料及び手数料など使用料及び手数料など
22億億55,,997997万円万円

地方交付税　地方交付税　
3939億億44,,026026万円万円
人口の少ない自治体や税収の少な人口の少ない自治体や税収の少な
い地域でも、行政サービスが崩壊い地域でも、行政サービスが崩壊
しないよう、再配分する制度しないよう、再配分する制度

依存財源計依存財源計
7373億億77,,213213万円万円
（（6666..88％％））

の当初予算

近隣市町の自主財源比率（令和6年度）
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（百万円） 当初予算の推移

令
和
元
年
度

令
和
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年
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令
和
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年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

町単独普通建設事業予算額トップ５
1.防犯街頭LED化業務委託料� 7,150万円
2.西山公民館屋根改修等工事費� 4,187万円
3.銀河ステーション昇降機更新工事費� 3,707万円
4.道路舗装補修工事費� 2,916万円
5.橋梁補修工事費� 2,050万円

令和８年度一般会計予算の特徴
1.　110億4,500万円で過去最大規模。
2.　�町税が前年比5.9パーセント増の
22億8,690万円。

3.　公債費（借金の返済）は前年比
　　5.1パーセント増の9億3,614万円。
4.　�投資的経費は防犯街灯LED化、西
山公民館屋根改修、マイクロバス
購入など約5,000万円増。

＊義務的経費って何？
　法令等に基づき削減が困難
で毎年度必ず支出される経費
です。財政の「硬直性」を示
す指標で、これが高いと独自
の政策（投資的経費など）に
回す余裕がなくなります。

当初予算の推移

過去最大規模過去最大規模

歳出

＊＊義務的経費義務的経費
4444億億88,,496496万円万円
（（4040..66％％））

投資的経費投資的経費
1010億億33,,776776万円万円
（（99..44％％））

その他の経費その他の経費
5555億億22,,228228万円万円
（（5050..00％％））

人件費人件費
2121億億66,,720720万円万円

投資及び出資金など投資及び出資金など
11億億22,,726726万円万円

維持補修費維持補修費
22億億523523万円万円

積立金積立金
44億億77,,506506万円万円

繰出金繰出金
99億億99,,164164万円万円
国民健康保険、介護保国民健康保険、介護保
険等の特別会計への繰険等の特別会計への繰
り出し金り出し金

補助費等補助費等
1717億億88,,214214万円万円
一部事務組合等への負担金一部事務組合等への負担金

公債費公債費
99億億33,,614614万円万円

扶助費扶助費
1313億億88,,182182万円万円
生活困窮者、高齢者、障がい者、生活困窮者、高齢者、障がい者、
児童などの生活を支えるため、児童などの生活を支えるため、
社会保障の制度の一環として自社会保障の制度の一環として自
治体が実施する給付や各種治体が実施する給付や各種扶助扶助
に係る経費に係る経費

普通建設事業費普通建設事業費

物件費物件費
1919億億44,,096096万円万円
町施設の電気料、スクールバス、町施設の電気料、スクールバス、
パソコン、備品、消耗品等パソコン、備品、消耗品等

ここが知りたい

過去最大規模
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4しずくいし議会だよりNo.137

指定文化財等保護事業指定文化財等保護事業

公開型ＧIS公開型ＧIS

有害鳥獣被害対策強化有害鳥獣被害対策強化

町には、さまざまな郷土芸能
があります。小学生や中学生
が地域の郷土芸能を学び、触
れ合える機会を増やして後継
者が増えることに期待します。

スマートフォン等からハザー
ドマップや公共施設情報を確
認できて、道路の損傷等をイ
ンターネット活用して行政と
共有できるのは凄いです。
使ってみたいと思います。

地域と連携した捕獲、予防の
強化に加え、IＣＴやセンサー
を活用した早期発見体制の構
築が重要と考えます。人と野
生動物の共存を前提とした持
続的な対策を期待します。

小
こ

赤
あか

澤
ざわ

　直
なお

子
こ

さん（80 歳）

長根

横
よこがけ

欠　誠
せいいち

一さん（53 歳）
横欠

佐
さ さ き

々木　航
わたる

さん（47 歳）

駅前

指定文化財等保護事業

公開型ＧIS

有害鳥獣被害対策強化

特集
令和8年度
雫石町予算
に期待

町指定の民俗芸能保持団体に対して後継者
育成などを支援している。

公開型GISはインターネットを活用し、防災マップや避難場所の確認ができる。
また、町民が発見した道路などの損傷個所を迅速に町と共有できる。

有害鳥獣による農作物被害、人身被害から町民
を守るために、鳥獣被害対策専門員・実施隊員
を中心に被害防止パトロール、捕獲活動を行う。

7,4617,461万円万円

761761  万円万円

659659  万円万円
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5 しずくいし議会だよりNo.137

令和8年
度

令和8年
度

予算予算

肉用牛振興対策事業肉用牛振興対策事業

給食無償化給食無償化

旧上長山小学校利活用事業旧上長山小学校利活用事業

今年は次男が中学校、三男が
小学校へ入学します。長男も
中学 3 年生のため受験を控
え、お金がかかる時期が続き
ます。小中学校の給食費無償
化はとても助かります。

仕事で使う農業機械や飼料の高騰
も不安です。和牛繁殖の仕事は常
に仔牛の体調や親牛の分娩を管理
するので生活の中でも第一優先に
なります。持続するための補助金
や支援があればいいと思います。

旧上長山小学校を自然学習や
eスポーツを楽しめる場所や
学校の雰囲気を生かした読書
空間、ミニライブなどスポー
ツや音楽の交流の場として、
利活用できればいいです。

三
み

河
かわ

　真
しん

也
や

さん（47 歳）

矢櫃

前
まえ

川
かわ

　麻
ま い

衣さん（37 歳）
御明神谷地

松
まつばら

原　宏
ひろ

樹
き

さん（47 歳）

晴山

肉用牛振興対策事業

給食無償化

旧上長山小学校利活用事業

4月から小学校給食費が無償化されることに伴ない、町単独で中学校も給食費を
無償化する。

農家に対し仔牛の導入等の支援を行い、畜産経営の
安定を目指す。

旧上長山小学校を引き続き利用
するための維持管理に必要な経
費です。

7,7137,713  万円万円

1,2631,263  万円万円

369369  万円万円
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6しずくいし議会だよりNo.137

特集
令和8年度
雫石町予算
気になる質疑

地産地消推進事業 186万円肉用牛振興対策事業費補助金 
1,216万円

マイクロバス購入費 1,167万円
横手委員/マイクロバスを1台購入す
るが、古いバスも残しておけば部活動
の地域移行などに活用できるのでは。
総務課長/規定の年数（13年、走行距
離13万km以上）を超え修理の回数も
多くなっている。担当課と相談して活
用を検討する。

山崎委員/盛岡農業高校が、雫石で長い歴史のあ
る黒千石大豆でシフォンケーキを作り全国に発表
した。雫石中、雫石高でも地産地消を考えたもの
を作っていくことを働きかけては。
農林課長/雫石中には家庭部があり、産業まつり
などで関わりがあるので、情報共有していく。

坂井委員/畜産農家は長引く和牛仔牛販売価格の低
迷、仔牛導入価格の
高騰に苦慮してい
る。さらなる支援を。
農林課長/和牛仔牛
価格が80万円を超え
肥育がきびしいこと
は理解しているが、
現在は交付金がない
ので、町の補助金を
活用して支援してい
く。

老人憩いの家管理運営事業 943万円
杉澤委員/指定管理を4年から2年に縮めるのではなく老朽化が著
しいので、ここで閉館する決断も必要では。
福祉課長/令和6年度の利用実績が17,424人なので利用できるとこ
ろまで利用していく。この2年間は利用終了の周知期間である。

人工透析通院
交通費助成費

144万円
小笠原委員/高齢化が進む
と、今後利用者が増える可能
性がある。どのように支援す
るのか。
福祉課長/対象者が増えた場
合は、補正予算で対応しなが
ら、増額して支援を続ける。

放課後児童クラブ運営事業 3,860万円
堂前委員/放課後児童クラブの
予算が前年比450万円増額の理
由は。
こども課長/最低賃金が引き上
げられたことにより、人件費が
増額した。また、利用者数が減
少したことにより、利用料金収
入も減ったため、委託料を増額
した。利用者の減少が続く放課後児童クラブ

老朽化が著しい老人憩いの家

望まれる肉用牛の振興対策

規定年数を超えている現在のマイクロバス

産業まつりで雫石中家庭部による産直販売
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7 しずくいし議会だよりNo.137

外来植物駆除業務委託料
� 42万円

芸術文化学習事業 
680万円

不動産売払収入�1,540万円原油価格高騰が予算に与える影響

法人町民税� 1億377万円

歳　入総　括

旧上長山小学校利活用事業 369万円

西田委員/繁殖力の強いオオハンゴウソウ
の繁茂箇所を調査し対策を。
町民課長/台帳を作成して把握している。
また、新規事業の環境保全奨励金で町が
行ってきた駆除を町民にもお願いする奨励
金を設ける。

横手委員/中学校は町負担で無償
化にするが、生徒と保護者に的確
に説明するべきでは。
教育次長/社会全体で子どもたち
が支えられていることを伝える機
会を設ける。

畠山委員/ふるさと民謡民舞まつりや
南部よしゃれ全国大会など野菊ホール
を利用したイベントが次々と中止に
なっている。子どもから年配の方まで
楽しめるイベントを招致するべきでは。
生涯文化スポーツ課長/町民が文化に
ふれる機会を提供できるように努力し
ていく。

高橋委員/土地売払収入が1,100万円ほどの予
定になっているが、その内容は。
総務課長/町有地で未利用地になっている部分
を売却に向けて検討を進めてきた。昨年度、不動
産算定をかけ販売額が確定したので収入の予算
とした。

岩持委員/今回の原油価格の高騰は当初予算の算定時
期では想像できなかったと思われる。全町民に影響を
及ぼすのでは。
総合政策課長/昨年11月、12月の単価を反映したもの
で今の原油価格の高騰は入っていない。町としても国
の支援策等の動向を見ながら、適宜補正予算を計上し
て、臨時議会等で対応していく。
岩持委員/国の予算が決まり次第、補正予算を早急に
計上し、町民の生活の不安につながらないようにする
べきでは。
町長/国の補正予算が決まる前に町予算で対応したい
が難しい。各自治体単位でできる課題ではないので、
早く国の手だてをしていただけるよう、それに全力を
傾ける。

畠山委員/法人町民税が好調で令和８年度は1
億377万円と、令和に入ってから過去最高の金
額となっている。その要因は。
税務課長/令和７年度は大きな企業が増収増益
だったことから、法人割の税額が多かった。引
き続き企業収益の改善を見込んでの編成とした。

岡本委員/優先交渉権者が撤退し
たが、今後の取り組みは。
観光商工課長/令和８年度は体育
館、屋外運動場の貸し出しで進め
る。学校の利活用については白紙
とし、改めて協議していく。

指定管理鳥獣対策事業
695万円

金子委員/県ではガバメントハンター
（認定鳥獣捕獲事業者）が委嘱になっ
たが、町の対応は。
農林課長/鳥獣対策に特化した専門員
を配置した。狩猟免許を所持している
ので、名称は違うが、ガバメントハン
ターと同等と捉えている。

旧上長山小の利活用はどうなるか

今年度から無償化される小
中学校の自校式給食

繁殖力が強いオオハ
ンゴウソウ 町民が文化に触れる中心施設

学校給食事業　小学校� 4,683万円
　　　　　　　中学校� 3,030万円
　　　　　　　保護者負担金� 0円
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3 月定例会のあらまし
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新
た
に
国
保
税
で
支
援
納
付
金
を
徴
収

⃝
�

行
政
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
地
図
上
に
表
示
す
る

公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
構
築

⃝
�

銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
指
定
管
理
料
、�

補
正
予
算
執
行
に
附
帯
決
議

令和８年度
一般会計
歳入歳出など
１０ 会計を認定

令和 8年度当初予算

会計名 予算額（対前年比）

一般会計 １１０ 億 ４，５００ 万円
（２億 ３，５００ 万円増）

国民健康保険特別会計 １７ 億 ６，６３１ 万円
（３，７６９ 万円減）

御明神財産区特別会計 １，６３６ 万 ６ 千円
（１，１２２ 万 ８ 千円増）

介護保険事業勘定特別会計 ２１ 億 ３，１６７ 万 ５ 千円
（６，１１０ 万 ６ 千円増）

介護保険介護サービス事業
勘定特別会計

１，２２１ 万円
（３１ 万 ８ 千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

５ 億 ３，９８７ 万 ９ 千円
（６，８４２ 万 １ 千円増）

後期高齢者医療特別会計 ２ 億 ８，３７４ 万 ３ 千円
（４，１７４ 万 ３ 千円増）

水道事業会計 １１ 億 １，４１１ 万 ５ 千円
（２億 ８，０３９万 ８千円増）

簡易水道事業会計 ４，２９３ 万 ６ 千円
（３４９ 万 ２ 千円減）

下水道事業会計 １４ 億 ７，４２３ 万 ３ 千円
（１億 ２，６４６万 ６千円増）

合計 1８４ 億 ２，６４６ 万 ７ 千円
（７億 ８，３４９万 ８千円増）

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３

月
18
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の

一
部
改
正
７
件
、
補
正
予
算
９
件
、
当
初
予
算
10

件
、
そ
の
他
17
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
雫

石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
指
定
管
理
料
の
執
行
に
対

し
、
増
額
積
算
の
見
直
し
を
求
め
る
付
帯
決
議
が

提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
徳

田
幸
男
議
員
、副
委
員
長
：
小
笠
原
百
合
子
議
員
）

は
、
10
件
の
当
初
予
算
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
民

の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

か
、
町
当
局
の
考
え
を
質
問
し
ま
し
た
。

041488-01[1-24].indd   8041488-01[1-24].indd   8 2026/04/17   7:30:572026/04/17   7:30:57



9 しずくいし議会だよりNo.137

〇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
金

の
創
設

　
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
新
し
い

分
か
ち
合
い
・
連
帯
の
仕
組
み
と

し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

　
医
療
保
険
の
保
険
料
と
あ
わ
せ

て
、
令
和
８
年
度
か
ら
新
た
に
創

設
さ
れ
た
支
援
納
付
金
が
徴
収
さ

れ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
支

援
納
付
金
は
、
所
得
割
額
は
0
・

27
％
、
被
保
険
者
均
等
割
額
は
一

人
に
つ
い
て
年
額
１
，２
0
0
円
、

１８
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
は

一
人
に
つ
い
て
年
額
９０
円
、
世
帯

別
平
等
割
額
は
１
世
帯
に
つ
い
て

年
額
８
0
0
円
を
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。

〇
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
及
び
デ
ー
タ
連

携
基
盤
構
築
事
業

　
こ
れ
ま
で
、
町
が
保
有
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
道
路
台
帳
と

い
っ
た
行
政
情
報
は
、
担
当
部
署

ご
と
に
紙
図
面
や
P
D
F
デ
ー
タ

と
い
っ
た
異
な
る
媒
体
で
分
散
管

理
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
住
民

等
と
行
政
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
地
図
上
で
双
方
向
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
２
カ
年
で
構
築

し
、
住
民
等
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

こ

変

る

こ

が

わ

な

疑

主

質

　
物
価
高
騰
の
流
れ
を
甘
く
見
て

い
る
部
分
が
あ
る
。
物
価
高
騰
で

大
変
な
時
期
に
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
を
決
め
て
町
民
負
担
を
増
す

の
は
、
あ
き
ら
か
に
矛
盾
し
て
い

る
。
特
に
農
業
生
産
現
場
に
は
今

ま
で
以
上
に
大
き
な
影
を
落
と
し

続
け
る
の
は
明
ら
か
で
、
町
の
直

接
、
間
接
の
応
援
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
農
作
業
が
本
格
的

に
始
ま
り
、
経
費
も
高
ま
っ
て
き

て
、
そ
れ
に
対
す
る
応
援
も
欠
か

せ
な
く
な
っ
て
く
る
。
各
種
の
補

助
案
を
こ
の
当
初
予
算
案
で
明
ら

か
に
し
て
、
農
家
の
心
配
を
少
し

で
も
緩
和
し
て
も
ら
い
た
い
。
医

療
福
祉
部
門
で
も
住
民
負
担
を
押

し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

　
本
予
算
は
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
、
物
価
高
騰
、
担
い
手
不

足
、
地
域
医
療
や
防
災
体
制
の
維

持
と
い
っ
た
町
が
直
面
す
る
現
実

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
な
が
ら
、

町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
へ

の
備
え
を
進
め
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
町
の
将
来
像
「
み
ん
な
が

つ
く
る
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
ふ
る

さ
と
し
ず
く
い
し
」
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
前
に
進
め
る
予
算
で

あ
る
。
ま
た
、
本
予
算
は
子
ど
も

と
未
来
へ
の
投
資
を
明
確
に
し
、

医
療
と
防
災
、
生
活
の
安
心
を
守

り
な
が
ら
、
産
業
と
交
流
、
環
境

と
文
化
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
内
容

で
あ
り
、
未
来
へ
一
歩
踏
み
出
す

予
算
で
あ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

【
徳
田
議
員
】
雫
石
町
犯

罪
被
害
者
支
援
条
例
に
つ

い
て
、
相
談
窓
口
対
応
な
ど
人
的

体
制
や
主
な
支
援
内
容
は
。

２
名
の
職
員
配
置
を
予
定

し
て
い
る
。
相
談
内
容
に

QA

論

旨

討

要反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

物
価
高
対

策
、
特
に
農

業
部
門
で
不

十
分

賛
成

【
高
橋
公
史
議
員
】

次
世
代
へ
つ

な
ぐ
未
来
へ

踏
み
だ
す
積

極
予
算

応
じ
て
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
く
。
見
舞
金
に
つ
い
て

も
支
援
し
て
い
く
。

Q

付帯決議に対し起立する議員

今後も注視が必要な銀河ステーションの指定管理

等
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
公
共

施
設
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
さ
ら
に
、
道
路
の
損
壊
箇

所
と
い
っ
た
地
域
課
題
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
行
政
と
共

有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

社
会
情
勢
の
変
化
を
十
分

に
踏
ま
え
、
今
後
は
施
設

の
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維

持
の
た
め
、
毎
年
度
複
数
回
の
協

議
を
行
う
。

〇
付
帯
決
議

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
指
定
管

理
料
の
執
行
に
対
し
、
増
額
に
係

る
積
算
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議

を
可
決
。

　
指
定
管
理
業
務
に
係
る
支
出
額

が
収
入
額
を
上
回
る
赤
字
が
見
込

ま
れ
た
計
画
が
指
定
管
理
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
担
当
課
と

の
す
り
合
わ
せ
不
足
に
よ
り
前
年

度
と
同
額
の
年
度
協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
明
ら
か
に
当
初
か
ら
不

備
の
あ
る
計
画
で
あ
る
。ま
た
、指

定
管
理
者
の
都
合
に
よ
る
人
員
配

置
の
増
員
等
を
安
易
に
認
め
る
こ

と
は
、
他
の
指
定
管
理
施
設
と
の

整
合
性
を
鑑
み
て
承
認
で
き
な
い

た
め
、
本
補
正
予
算
執
行
に
対
し

積
算
見
直
し
の
付
帯
決
議
を
す
る
。

A
【
山
崎
議
員
】銀
河
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
指
定
管
理
者
に
対

し
て
町
が
指
導
、
監
視
す
る
体
制

が
必
要
で
は
。
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令和８年第２回雫石町議会定例会　議決結果等一覧� 会期：２月26日（木）～３月18日（水）

議案等 
番　号 件　　　　　名

高
橋

　公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山

　
　操

金
子

　一
男

坂
井

　尚
樹

徳
田

　幸
男

岡
本

　忠
美

堂
前

　義
信

横
手

　寿
明

岩
持

　清
美

加
藤

　眞
純

杉
澤

　敏
明

西
田

　征
洋

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第 11 号

令和 ７ 年度雫石町一般会計補正予算
（第 ９ 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ● ○ ○ 可

決

発議
第 1 号

議案第 11 号　令和 ７ 年度雫石町一般
会計補正予算（第 ９ 号）に対する附帯
決議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ 可
決

議案
第 12 号

令和 ７ 年度雫石町国民健康保険特別会
計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ 可

決

議案
第 13 号

令和 ７ 年度雫石町御明神財産区特別会
計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ 可

決

議案
第 14 号

令和 ７ 年度雫石町介護保険事業勘定特
別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ 可

決

議案
第 1７ 号

令和 ７ 年度雫石町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ 可

決

議案
第 20 号 令和 ８ 年度雫石町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第 21 号

令和 ８ 年度雫石町国民健康保険特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第 22 号

令和 ８ 年度雫石町御明神財産区特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第 23 号

令和 ８ 年度雫石町介護保険事業勘定特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第 26 号

令和 ８ 年度雫石町後期高齢者医療特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第 32 号

公の施設の指定管理者の指定に関し議
決を求めることについて（雫石町老人
憩の家鴬宿荘）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可
決

議案
第 3８ 号

公の施設の指定管理者の指定に関し議
決を求めることについて（雫石町地域
交流拠点施設・雫石町農村資源活用施
設（総合交流ターミナル施設））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 可
決

議案
第 41 号

公の施設の指定管理者の指定に関し議
決を求めることについて（七ツ森地域
交流センター）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可
決

議案
第 42 号

公の施設の指定管理者の指定に関し議
決を求めることについて（雫石町火葬
場・雫石町墓地公園）

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可
決

○ ･･･ 賛成、●…反対、欠…欠席、－…退席、／…加藤眞純議員逝去のため議決権なし
その他の議案は全員賛成しました。※幅議長は採決には加わりません。

議決結果等一覧
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加
藤
眞
純
議
員
逝
去

　
加
藤
眞
純
氏
（
享
年
76
歳
）
が
去
る

３
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
に
初
当
選
以
来
、
連

続
５
期
18
年
に
わ
た
り
住
民
福
祉
の
向

上
と
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
教
育
民
生
常
任
委
員
長
や

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
長
等
の
重
責

を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
８
月
か
ら
令
和
元
年
７
月

ま
で
副
議
長
に
、
ま
た
令
和
３
年
９
月

か
ら
令
和
５
年
７
月
ま
で
議
長
に
就
任

さ
れ
、
高
い
政
治
信
念
と
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
行
政
課
題
の
調

査
・
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た

ほ
か
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
を
進
め
る

べ
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
も
尽
力

さ
れ
、
開
か
れ
た
町
議
会
の
確
立
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
故
加
藤
眞
純
氏
の
生
前
の
ご

功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃 

報

な

疑

主

質
【
徳
田
議
員
】
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
町
民
を
支
援
す
る
た

め
、
全
町
民
に
一
律
１
万
円
を
支
給
す
る
こ

と
と
し
た
理
由
と
低
所
得
者
世
帯
や
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
少
し
で
も
多
く
支
給
し
て
効

果
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し

た
か
。【

総
合
政
策
課
長
】
全
町
民
が
生
活

を
営
む
上
で
食
糧
費
や
燃
料
費
等
同

じ
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
認
識

の
も
と
で
、
町
民
一
律
１
万
円
の
給
付
と
し

た
。
低
所
得
者
世
帯
等
に
は
、
令
和
６
年
度

に
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
交
付
金
を
給
付

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
た
め
検
討
し
て
い

な
い
。
今
回
は
食
料
品
等
の
高
騰
に
よ
り
低

所
得
者
世
帯
に
限
ら
ず
全
町
民
が
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
全

世
帯
に
均
等
な
給
付
と
し
た
。

【
杉
澤
議
員
】
物
価
高
騰
対
策
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
は
、
本
年

６
月
下
旬
に
商
品
券
を
販
売
し
て
７
月
１
日

か
ら
９
月
３0
日
ま
で
を
使
用
期
間
と
予
定
し

て
い
る
が
、
物
価
高
対
策
と
し
て
は
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
て
い
る
。
適
時
適
切
に
執
行
し

て
は
ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
今
年
度
、
昨
年

度
に
つ
い
て
も
今
回
予
定
し
て
い
る

QA

　令和８年第１回臨時会が１月 13日に開かれ、町道雫石環
状線南畑橋補修工事の変更契約の締結に係る専決処分の報告
１件、令和７年度雫石町一般会計補正予算（第７号）につい
て審議し可決しました。

一般会計補正予算（第７号）
　　補正前の額� 11５ 億 ２，1５９万 1千円
　　補正後予算額� 11９ 億 ４，11６万 ４千円
　　補正予算額� ４ 億 1，９５７万 3千円

期
間
で
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ

は
委
託
先
と
の

協
議
で
、
夏
休

み
の
期
間
や
お

盆
が
来
る
時
期

で
あ
れ
ば
使
用

頻
度
も
上
が
る

も
の
と
見
込
ん

で
時
期
を
設
定

し
た
。

QA

プレミアム商品券を求めて長蛇の列をなした
昨年の販売日

令和８年第 １回雫石町議会臨時会（１月 １3 日）

令和８年第１回雫石町議会臨時会　議決結果等一覧� 会期：1月 13 日（火）

議案等
番　号 件　　　　　名

高
橋

　公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山

　
　操

金
子

　一
男

坂
井

　尚
樹

徳
田

　幸
男

岡
本

　忠
美

堂
前

　義
信

横
手

　寿
明

岩
持

　清
美

加
藤

　眞
純

杉
澤

　敏
明

西
田

　征
洋

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第 1号

令和７年度雫石町一般会計補正予算
（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

全員賛成でした。
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12しずくいし議会だよりNo.137

ここが
聞きたい一般質問町政を問う

１１議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

12
ページ ＤＭＯ本登録での事業者への利点は 質問者／金

かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

12
ページ アグリリサイクルセンターの取り組みは 質問者／堂

どう

前
ぜん

　義
よし

信
のぶ

 議員

14
ページ ラリーの本大会に向けての支援は 質問者／高

たか

橋
はし

　公
こう

史
し

 議員

14
ページ 新高前田住宅整備指針の策定状況は 質問者／山

やま

崎
ざき

留
る

美
み

子
こ

 議員

「虹色コンパス」
は文部科学大臣表
彰を受け全国的に
高く評価された

Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
本
登
録

が
地
元
の
宿
泊
業
・
飲
食
店
・
農
家
の
売
り

上
げ
に
プ
ラ
ス
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

D
Ｍ
Ｏ
登
録
に
伴
う
地
元
事
業
者
の
売
り
上

げ
へ
の
具
体
的
な
影
響
は
把
握
し
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
事
業
を
通
じ
た
誘
客
の
増
加
と

地
域
事
業
者
の
商
品
販
売
数
の
増
加
が
あ
っ
た
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

雫
石
高
校
志
願
者
数
の
現
状
分
析
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
本
登
録
で
の
事

業
者
への
利
点
は

町
長�

誘
客
と
商
品
販
売
の

増
加
が
あ
った
と
認
識
す
る

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

アグリリサイクル
センター、根本的
な経営改善に取り
組むべき

施
設
利
用
料
及
び
堆
肥
販
売
額
が
減
少
し
て

い
る
が
改
善
策
は
。

収
支
の
改
善
に
向
け
た
、
指
定
管
理
料
の
見

直
し
、
利
用
料
、
堆
肥
販
売
及
び
運
賃
収
入

の
増
収
を
協
議
し
た
。

施
設
修
繕
費
の
推
移
と
今
後
の
修
繕
計
画
は
。

施
設
の
修
繕
は
１
件
１０
万
円
以
上
の
も
の
は

町
が
実
施
し
て
い
る
。
運
営
開
始
か
ら
令
和

７
年
末
ま
で
約
3
億
７
９
0
0
万
円
支
出
し
た
。

　
修
繕
計
画
は
、
機
械
設
備
の
修
繕
を
計
画
し
て
い

ア
グ
リ
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は

町
長�

運
営
協
議
会
に
お
い

て
改
善
に
向
け
て
協
議
し
た

質
問
者
／
堂ど

う
ぜ
ん前

義よ
し
の
ぶ信 

議
員

QA

QQA Aる
が
、
突
発
的
な
故
障
や
損
傷
に
も
施
設
の
稼
働
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
。
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13 しずくいし議会だよりNo.137

雫
石
高
校
の
志
願
者
数
が
減
少
見
込
み
で
あ

る
状
況
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

募
集
定
員
4０
名
に
対
し
志
願
者
数
は
25
名
と

な
り
、
令
和
７
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て

い
る
が
、
結
果
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
毎
年
度
25
名
か

ら
3０
名
程
度
の
入
学
者
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。雫

石
高
校
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
や
町
が

行
っ
て
い
る
支
援
な
ど
を
町
内
外
の
生
徒
、

保
護
者
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
で
き
な

い
か
。

情
報
発
信
は
非
常
に
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
多
く
の
方
々
に
雫
石
高
校
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
一
番
の
テ
ー
マ
だ
と
捉
え
て
い
る
。
効

果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

鶯
宿
温
泉
観
光
振
興
の
取
り
組
み
は

地
域
の
事
業
者
や
住
民
と
十
分
な
意
思
疎
通

が
さ
れ
て
い
る
か
。

し
ず
く
い
し
観
光
協
会
が
企
画
事
業
を
複
数

行
い
、
宿
泊
事
業
者
に
説
明
会
を
開
催
し
内

容
の
共
有
を
図
り
、
欠
席
し
た
事
業
者
に
は
個
別
説

明
な
ど
で
対
応
し
た
。

QAA Q

QA
キャリア教育（虹色コンパス）の一環として、軽ト
ラ市に参加

施設修繕が増えているアグリリサイクルセンター

14
ページ 町営体育館の雨漏り対策は 質問者／岩

いわ

持
もち

　清
きよ

美
み

 議員

16
ページ 大雪による町内の被害状況は 質問者／坂

さか

井
い

　尚
なお

樹
き

 議員

16
ページ 除排雪委託事業への意見や不満の声は 質問者／西

にし

田
だ

　征
まさ

洋
ひろ

 議員

16
ページ 学童保育の第二子割り引き制度の復活を 質問者／畠

はたけ

山
やま

　　操
みさお

 議員

18
ページ 杉の根源泉掘削工事後の配湯計画は 質問者／杉

すぎ

澤
さわ

　敏
とし

明
あき

 議員

18
ページ 猿子町長の３期目への意思は 質問者／横

よこ

手
て

　寿
とし

明
あき

 議員

18
ページ 公共施設を活用した居場所づくりを 質問者／小

お

笠
がさ

原
わら

百
ゆ

合
り

子
こ

 議員

る
が
、
突
発
的
な
故
障
や
損
傷
に
も
施
設
の
稼
働
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

本
大
会
誘
致
へ
町
の
支
援
と
役
割
は
。

自
動
車
ラ
リ
ー

「
ラ
リ
チ
ャ
レ
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、

小
岩
井
農
場
を
会
場
に

２
回
開
催
さ
れ
、
２
月

の
大
会
で
は
２
日
間
で

４
，４
0
0
人
が
来
場

し
た
。
雪
上
コ
ー
ス
で

安
全
に
開
催
で
き
た
こ

冬の雫石に新たな
熱気を。ラリーを
町の名物へ

ラ
リ
ー
の
本
大
会
に
向

け
て
の
支
援
は

町
長�

本
大
会
に
向
け
支
援

内
容
を
検
討
し
て
い
く

質
問
者
／
高た

か

橋は
し

公こ
う

史し 

議
員

老朽化が進む新高前
田町営住宅の建て替
え、またの先延ばし
に言葉なし

令
和
６
年
９
月
の
一
般
質
問
で
、
７
年
度
に

か
け
整
備
指
針
を
策
定
す
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
策
定
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
住
民
と
の
説
明
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
、
規
模
や
構
造
等
を
盛
り
込

ん
だ
基
本
的
事
業
計
画
を
策
定
し
た
が
、
主
に
整
備

手
法
に
係
る
検
討
過
程
に
お
い
て
、
主
要
要
素
と
な

る
経
費
の
大
き
な
変
動
の
影
響
に
よ
り
有
効
性
や
効

率
性
を
見
通
す
ま
で
に
至
ら
ず
、
改
め
て
規
模
的
な

必
要
性
や
有
効
性
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
。

新
高
前
田
住
宅
整
備

指
針
の
策
定
状
況
は

町
長�

基
本
的
事
業
計
画
を

策
定
し
た
が
、再
検
討
を
す
る

質
問
者
／
山や

ま

崎ざ
き

留る

美み

子こ 

議
員

雨漏りは急いで修
理しないと壁や土
台にも害が及ぶス

ポ
ー
ツ

協
会
と
懇

談
会
を
行
っ
た
際

に
、
体
育
館
は
雨

漏
り
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

避
難
所
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
ど

の
よ
う
に
解
決
す

る
か
。

町
営
体
育
館
の

雨
漏
り
対
策
は

教
育
長�

原
因
を
調
査
し
て
必

要
な
改
修
を
行
う

質
問
者
／
岩い

わ

持も
ち

清き
よ

美み 

議
員

雨漏りが点在する町営体育館の天井

QA

QA

Q

観客の声援を受けるラリーカー
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県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
の

推
進
は新

ご
み
焼
却
施
設
の
規
模
に
関
す
る
盛
岡
広

域
８
市
町
の
認
識
共
有
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
、盛
岡
広
域
環
境
組
合
で
は
、事
業

費
の
縮
小
を
図
る
べ
く
、
新
ご
み
処
理
施
設

の
施
設
規
模
が
見
直
さ
れ
て
き
た
。
関
係
市
町
に
お

い
て
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
や
最
新
の
排
出
量
を
加

味
し
て
推
計
し
た
将
来
ご
み
排
出
量
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
施
設
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
市
町
に
お
け
る

協
議
の
場
を
通
じ
て
認
識
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。

主
に
施
設
南
側
の
部
分
で
雨
漏
り
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
防
水
ゴ
ム
シ
ー
ト
部
分
の
経
年

劣
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
と

も
に
原
因
を
調
査
し
た
う
え
で
、
必
要
な
改
修
を
計

画
的
に
行
う
。

農
業
政
策
の
取
り
組
み
は

コ
メ
の
価
格
は
高
値
と
な
っ
た
が
、
農
業
政

策
は
頻
繁
に
変
わ
る
た
め
農
家
で
は
先
を
見

通
す
こ
と
が
難
し
い
。
農
業
政
策
の
変
更
点
は
。

令
和
８
年
産
の
水
田
政
策
は
、
農
業
再
生
協

議
会
総
会
で
取
り
組
み
を
決
め
て
お
り
、
制

度
に
つ
い
て
は
制
度
説
明
座
談
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
大
き
な
変
更
点
は
な
い
。
国
は
令
和
９
年
度
に

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
大
幅
な
制
度
改
正

を
決
め
て
い
る
。
そ
の
変
更
点
は
、
田
畑
に
限
ら
ず

作
物
の
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援

す
る
と
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

町
の
農
業
の
見
通
し
と
農
家
に
求
め
る
こ
と

は
。

担
い
手
不
足
が
顕
著
で
あ
り
、
毎
年
の
異
常

気
象
、
生
産
資
材
等
の
高
騰
な
ど
で
農
業
は

難
局
を
迎
え
て
い
る
。
農
業
者
に
は
意
欲
を
も
っ
て

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
町
と
し
て
も

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
所
得
向
上

の
た
め
必
要
な
支
援
を
行
う
。

と
や
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
で

は
周
知
と
誘
客
効
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。今
後
、

支
援
委
員
会
構
成
団
体
と
し
て
来
年
予
定
さ
れ
る
本

大
会
に
向
け
支
援
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

「
雫
石
・
冬
フ
ェ
ス
タ
i
n
小
岩
井
農
場
」

と
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
連
携
さ
せ
冬
の
名

物
と
し
て
育
て
、
宿
泊
・
周
遊
に
つ
な
げ
る
戦
略
を

ど
う
描
く
か
。

冬
フ
ェ
ス
タ
と
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
同
時

開
催
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
来
年
の
本
大
会

が
同
時
期
開
催
と
な
れ
ば
、そ
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、

周
遊
と
滞
在
型
観
光
に
つ
な
が
る
の
で
情
報
発
信
を

強
化
し
て
い
く
。

無
形
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
と
後
継

者
育
成
に
向
け
た
町
の
支
援
体
制
は

無
形
文
化
財
の
経
費
支
援
を
強
化
し
て
は
。

物
価
高
騰
で
衣
装
や
用
具
費
の
負
担
が
増
え

て
い
る
た
め
、
既
存
補
助
に
加
え
、
町
指
定

団
体
へ
の
定
額
交
付
金
を
新
設
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
支
援
を
強
化
す
る
。

QQ AA

QA

QQ AA A
整備が進まない新高前田住宅
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

年
明
け
か
ら
の
強
烈
な
寒
波
に
よ
り
全
国
的

に
も
被
害
拡
大
し
た
が
町
内
の
被
害
状
況
は
。

人
的
被
害
は
除
雪
作
業
中
の
負
傷
事
案
１

件
、
積
雪
及
び
暴
風
雪
被
害
は
非
住
家
で
２

件
。
農
林
被
害
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
農
業
共
済
組

合
よ
り
ハ
ウ
ス
被
害
７
棟
と
確
認
し
た
。
家
畜
被
害

は
な
か
っ
た
。

高
齢
者
・
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
へ
の
除
雪

支
援
は
。

軽
度
生
活
援
助
事
業
で
の
除
雪
支
援
は
対
象

者
１2
人
に
対
し
47
回
、
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

雫石中の家庭部は
「雪んこ見守り隊」活
動の一環でそばを
贈りました

大
雪
に
よ
る
町
内
の

被
害
状
況
は

町
長�

負
傷
者
事
案
1
件
、

建
物
被
害
も
確
認

質
問
者
／
坂さ

か

井い

尚な
お

樹き 

議
員

物 価 高 騰 対 策、
しっかり取り組み
たいですね町

道
の
除
排
雪
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
不
満

や
不
安
の
声
は
届
い
て
い
る
の
か
。

１
月
の
寒
波
に
よ
る
大
雪
や
地
吹
雪
、
さ
ら

に
降
雨
や
気
温
上
昇
に
よ
る
路
面
悪
化
の
影

響
で
、
一
部
路
線
で
除
排
雪
の
遅
れ
が
生
じ
た
。
こ

の
た
め
、
町
民
か
ら
は
道
路
脇
の
堆
雪
に
よ
る
道
幅

拡
幅
や
路
面
整
正
、
日
中
の
除
雪
作
業
の
進
捗
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。

物
価
高
騰
対
策
へ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は

Q 除
排
雪
委
託
事
業
への

意
見
や
不
満
の
声
は

町
長�

道
幅
拡
幅
や
路
面
整

正
の
要
望
が
あ
った

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

A

町のウェブページは
使い勝手が悪すぎる
ので早期改善を学

童
保
育
で
、
令
和
６
年
度
ま
で
実
施
し
て

い
た
第
二
子
以
降
の
割
り
引
き
制
度
を
復
活

さ
せ
て
は
。

今
後
の
経
済
状
況
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
利
用
し
や
す
い
施
設
の
在
り
方
と
適

切
な
利
用
料
金
を
検
討
す
る
。

待
機
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
理
由
は

出
生
数
は
増
加
し
て
い
な
い
が
、直
近
３
年

間
で
待
機
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

QQ 学
童
保
育
の
第
二
子
割

り
引
き
制
度
の
復
活
を

町
長�

適
正
な
利
用
料
金
に

つ
い
て
検
討
す
る

質
問
者
／
畠は

た
け

山や
ま

操み
さ
お 

議
員

A

QAQA
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入
所
希
望
児
童
の
低
年
齢
化
に
よ
り
、
配
置

基
準
を
満
た
す
保
育
士
の
数
を
十
分
に
確
保

で
き
て
い
な
い
。町
立
保
育
所
の
職
員
体
制
の
強
化
、

在
宅
保
育
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を
継
続
し
て
対
策

を
進
め
る
。

A

農
林
水
産
業
費
の
予
算
編
成
は

ど
の
よ
う
な
方
針
か

令
和
８
年
度
の
農
林
水
産
業
費
の
当
初
予
算

編
成
方
針
と
重
点
事
業
、
新
規
事
業
は
。

担
い
手
確
保
、
生
産
基
盤
強
化
を
柱
に
、
新

規
就
農
者
・
若
手
農
業
者
支
援
、
ス
マ
ー
ト

農
業
導
入
支
援
、
ほ
場
整
備
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

の
強
化
を
重
点
事
業
と
し
、
新
規
事
業
は
な
い
。

町
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
改
善
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
議
会
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

利
用
者
の
使
い
や
す
さ
と
統
一
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
優
先
し
て
設
計
し
た
た
め
。

事
業
で
は
対
象
者
１3
人
に
対
し
１7
回
出
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
雪
ん
子
見
守
り
隊
に
よ
り
延
べ
3
１
６

世
帯
を
対
象
に
中
高
生
２
８
１
人
を
含
め
た
3
８
２

人
が
出
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
状
況
に
応
じ
て
支

援
し
て
い
る
。

物
価
高
対
策
と
し
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
全
町
民
に
対
し
物
価
高
騰

対
策
給
付
金
１
万
円
を
一
律
給
付
す
る
。
続
い
て
１

万
３
千
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
１
万
円
で
発

行
す
る
。４

月
１
日
施
行
予
定
の
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
施
行
の
延
期
や
見

直
し
中
止
も
含
め
て
再
検
討
し
て
は
。

給
水
人
口
の
減
少
に
よ
る
収
益
減
と
、
施
設

更
新
・
維
持
管
理
費
の
増
加
に
対
応
し
、
安

定
し
た
水
道
事
業
を
維
持
す
る
た
め
、
審
議
会
の
答

申
と
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
を
改
正
・
公
布
し
た

も
の
で
あ
り
、
施
行
延
期
や
撤
回
は
で
き
な
い
。

AA QQ

QA

QA

大雪の被害を受けた家屋

水道管の更新や維持管理には多くの費用が必要

きめ細やかな保育が特徴の小規模保育園
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

新
源
泉
が
稼
働
し
た
後
に
は
、
新
源
泉
一
本

で
鶯
宿
温
泉
全
体
の
配
湯
を
賄
う
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

新
源
泉
が
稼
働

し
、
湧
出
量
が

安
定
的
で
あ
り
、
配
湯

施
設
等
の
安
全
が
確
認

で
き
た
場
合
に
は
可
能

に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
鶯
宿
温
泉
開
発
株

式
会
社
に
よ
る
取
り
組

経常収支比率が最
悪の状況にあるの
で、経常的経費の
削減が必要だ

子どもたちは安心
して遊びも学びも
できる場を望んで
いる

屋
内
で
の
遊
び
場
を
整
備
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
既
存
公
共
施
設
を
活
用
し
た
遊

び
場
等
の
居
場
所
づ
く
り
を
検
討
し
て
は
。

具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
屋
内
の
居

場
所
と
し
て
、
児
童
館
や

公
民
館
な
ど
の
利
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
つ

ど
い
の
広
場
」
の
利
活
用

再
開
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

Q

Q

A 杉
の
根
源
泉
掘
削
工

事
後
の
配
湯
計
画
は

公
共
施
設
を
活
用
し

た
居
場
所
づ
く
り
を

町
長�

温
泉
の
安
定
供
給
と

な
る
対
策
を
講
じ
て
い
く

町
長�

児
童
館
や
公
民
館
な

ど
の
利
用
を
推
進
す
る

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

質
問
者
／
小お

笠が
さ

原わ
ら

百ゆ

合り

子こ 

議
員

A

中学校部活動の地
域移行、顧問や指
導者だけでなく保
護者の役割も大事

今
秋
行
わ
れ
る
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙

に
３
期
目
再
選
を
目
指
し
、
出
馬
の
意
思
は

あ
る
か
。こ

れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
基
盤
と
し
、
子

ど
も
達
や
子
育
て
世
帯
へ
の
さ
ら
な
る
支
援

の
拡
充
や
、若
い
世
代
に
向
け
た
居
住
環
境
の
整
備
、

働
く
場
所
の
確
保
に
向
け
た
企
業
誘
致
な
ど
、
町
政

を
さ
ら
に
一
歩
前
へ
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
町
の

舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
再
選
を
目
指

し
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

Q 猿
子
町
長
の
3
期
目

への
意
思
は

町
長�

再
選
を
目
指
し
て
立

候
補
を
表
明
す
る

質
問
者
／
横よ

こ

手て

寿と
し

明あ
き 

議
員

A

児童館で外遊びする子どもたち

計画通り掘削された新源泉
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み
に
加
え
、
町
と
し
て
も
長
期
的
な
温
泉
の
安
定
供

給
の
た
め
に
必
要
と
な
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

選
挙
啓
発
事
業
の
取
り
組
み
推
進
を

国
政
選
挙
に
お
け
る
本
町
投
票
率
と
県
平
均

投
票
率
と
の
差
が
広
が
り
続
け
て
い
る
。
選

挙
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
は
。

出
前
授
業
、
模
擬
選
挙
な
ど
の
選
挙
に
対
す

る
子
ど
も
た
ち
の
考
え
を
高
め
る
選
挙
啓
発

事
業
は
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
当
町
に
お
い
て
も

高
校
、
中
学
校
、
小
学
校
と
進
め
、
主
権
者
教
育
に

も
十
分
力
を
入
れ
て
投
票
率
の
向
上
に
努
め
る
。

経
常
収
支
比
率※

悪
化
へ
の
取
り
組
み
は

経
常
収
支
比
率
が
９９
・
６
％
と
悪
化
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て
経
常

収
支
比
率
の
悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
、
各
課
で
経
常
的
事
務
事
業
評
価
検
証
シ
ー
ト
を

作
成
し
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
だ
。
令
和
８
年
度
決

算
で
は
９7
％
ま
で
下
げ
る
目
標
を
立
て
て
い
る
。

※�

経
常
収
支
比
率
：
経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
等
）
に
経
常
一
般
財
源
収
入
（
町
税
、
地
方
交

付
税
等
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
）
が
ど
の
程

度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
指
標
。
比
率
が
高
い
ほ

ど
財
政
が
硬
直
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

Q

鶯
宿
温
泉
の
活
性
化
を

老
人
憩
い
の
家
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
も
の

の
建
て
替
え
は
行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
利
用
者
か
ら
は
存
続
を
望
む
声
が
あ
る
。
閉
館

し
た
宿
泊
施
設
を
活
用
し
老
人
憩
い
の
家
の
存
続
を

検
討
し
て
は
。

閉
館
し
た
宿
泊
施
設
を
活
用
す
る
場
合
、
取

得
や
改
修
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
今
後
、
補
助
事
業
も
見
込
め
な
い
。
将
来
に

わ
た
り
相
当
の
維
持
管
理
費
用
負
担
を
要
す
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
り
、
現
施
設
の
閉
館
後
に
後
継
施
設

を
設
け
て
老
人
憩
い
の
家
を
存
続
す
る
考
え
は
な
い
。

公
共
交
通
の
充
実
を

Ｊ
Ｒ
雫
石
駅
や
温
泉
地
を
結
ぶ
観
光
二
次
交

通
と
し
て
、
あ
ね
っ
こ
バ
ス
の
活
用
を
検
討

し
て
は
。あ

ね
っ
こ
バ
ス
は
、「
町
民
の
生
活
交
通
の

確
保
」
を
主
目
的
と
し
て
運
行
し
て
お
り
、

使
用
車
両
も
路
線
に
応
じ
た
定
員
の
車
両
を
使
用
し

て
い
る
。
団
体
客
を
は
じ
め
、
多
数
の
観
光
客
に
対

応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
観
光
二
次
交
通
と
し

て
の
活
用
は
難
し
い
。

QQ AA

QA A

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
取
り
組
み
は

保
護
者
の
送
迎
負
担
に
お
け
る
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
活
用
は
い
つ
か
ら
か
。
ま
た
、
町
外

の
地
域
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
へ
の
送
迎

支
援
を
検
討
し
て
は
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
部
活
動
実
施
場
所
、
送
迎

必
要
人
数
な
ど
を
中
学
校
と
調
整
し
な
が

ら
、
地
域
ク
ラ
ブ
で
あ
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
冬
季
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
な
ど
、
令
和
８
年
度
か
ら
下
校

A Q

部活動地域移行の取り組み事例を学んだ講演会

便
の
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ト
の
中

で
運
営
に
支
障

が
な
い
よ
う
に

試
行
し
て
い

く
。
ま
た
、
町

外
の
地
域
ク
ラ

ブ
へ
所
属
す
る

生
徒
へ
の
送
迎

の
支
援
は
現
在

し
て
い
な
い

が
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き

る
か
検
討
し
て

い
く
。
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　１2 月 １８ 日、JA 新いわて南部営農経済センター
と意見交換会を行いました。農業資材や飼料価格、
米価、後継者不足、アグリリサイクルセンターの現
状について報告を受けました。肥料や資材の値上が
りが続き、米価が上向く一方でも、農業経営はなお
厳しい実態が見えました。生産者の苦労を重く受け
止め、地域農業を守る支え方を引き続き考えていき
ます。

　１2 月 １０ 日、町民課より「ごみ質組成調査分析等
業務委託」について、聞き取り調査を行いました。
この業務委託は、ごみの組成を把握し、ごみ減量に
有効な施策を企画・立案するための基礎資料とする
ことを目的としています。調査はこれまでに２回実
施されており、他の自治体と比較して、「生ごみ」「ビ
ニール・合成樹脂・ゴム・皮革類」「木・竹・わら
類」が多い傾向にあることが分かりました。

　１月 26 日、鶯宿温泉エリアの現状と課題につい
て意見交換会を行いました。営業施設数や入込客数
の減少が続いている中で、合宿誘致や温泉パス、宿
泊キャンペーンなどの取り組みも進められていま
す。事業者から新しい企画は、一方的ではないかと
いう意見もありました。今後は短期のにぎわいで終
わらせず、地域の声を丁寧にくみ取った継続的な活
性化が大切との意見もありました。

　３月５日、健康推進課より「救急安心センター事
業」について、聞き取り調査を行いました。この事
業は、令和７年度から開始されたもので、急な病気
やけがをした際に、「救急車を呼ぶべきか」「病院を
受診した方がよいか」など、判断に迷う場合に電話
で相談できるものです。より救急性の高い方へ、い
ち早く医療が行き届くようにすることを目的として
います。

総務産業常任委員会
［岡本忠美委員長］

地域農業を支える現場の声
新岩手農業協同組合南部営農
経済センターとの意見交換

調査
1

ごみ質組成調査分析等業務委託
ごみ減量に向けた調査の
進捗

ちょく

状況

調査
2

調査
2

鶯宿温泉の現状と課題
鶯宿温泉地区観光事業者との
意見交換

救急安心センター事業
救急安心センター事業の概要
と利用状況

教育民生常任委員会
［徳田幸男委員長］

農業の現状と課題への理解を深めた意見交換

分別されたごみから見える現状と課題

鶯宿温泉の今後を見据え意見交換

救急車を呼ぶか迷ったときは、まず電話相談を

岩手県救急安心センターの開設に伴い、
いわて発熱等相談センターを廃止します。

急な病気やケガで

迷ったら電話で相談

緊急時は迷わず119番へ

シャープ なな いち いち きゅー

すぐに 夜間だけど

®わんこきょうだい

病院

# 8 0 0 0小児救急
医療相談

15歳未満のお子様の
急な病気やケガで困ったら

看護師等が相談に対応します

24時間・365日24時間・365日

※県内全域で利用可。 いずれも通話料がかかります。019-656-1774ダイヤル回線・IP電話は

救急車

4/14/1火4/14/1火令和7年 から

岩手県

岩手県救急安心センター

県民医療相談センター
平日・日中 （9時～12時、13時～16時）

019-629-9620

ダイヤル回線・IP 電話は
019-605-9000# 8 0 0 0

小児救急医療相談

午後7時から
翌朝午前8時まで電話対応時間

15歳未満のお子様の急な病気やケガで困ったら

365日
対応

相談する医療機関に迷う場合や
「かかりつけ医」がない場合のご相談は

令和7年4月1日（0時）から救急医療の電話相談窓口を開設します。
それに伴い、いわて発熱等相談センターは令和7年3月31日を以て廃止いたします。

シャープ なな いち いち きゅー

ダイヤル回線・IP電話は
019-656-1774
※県内全域で利用可。いずれも通話料がかかります。

24時間365日対応

相談できないもの

相談内容

服薬、治療方針、介護相談、健康相談、育児相談、
セカンドオピニオンなど

救急電話相談、小児救急医療相談
新型コロナウイルス感染症に関する相談
（これまでの発熱等相談にも対応）

緊急時は
迷わず

119番へ

＃に続いて 7119を押してください

本県の救急車による搬送人
数は年々増加しており、令和
4年には５万人を超え、軽症
割合が４割以上となっていま
す。緊急性が高いときには救
急車の要請を、そうでないと
きは症状等に応じたタイミン
グで医療機関を受診するこ
とで、緊急性の高い方へいち
早く医療が行き届くようにな
ります。（出典：令和４年版消防庁救急救助の現況及び令和４年県防災消防年報）

救急搬送人員に占める軽症者数の割合（令和4年）

軽症者数：21,285人（42.1％）
令和4年

救急搬送人員
50,550人

軽症者が
4割以上

うち軽症者

救急搬送人員

0 令和2年 令和3年 令和4年

30,000

10,000
20,000

40,000
50,000

（人）

44,582人 47,050人 50,550人

®わんこきょうだい

調査
1
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研修
1

研修
2

広報広聴常任委員会
［堂前義信委員長］

１ 月 2０ 日、秋田県仙北市議会広報編集特別委員会
委員 ８名事務局 2名が来町。議会広報紙の編集や発
行について活発な意見交換を行いました。

　１月 2８ 日、山形県河北町で、視察研修をしてき
ました。議会が主催している「高校生議会」及び「高
校生と未来を語ろう」という座談会と、「議会報告
会と議員と語る会」について調査し、特に高校生議
会については、若者が郷土に愛着を持ち地域課題に
向き合う意欲と力を育成することができる活動であ
り今後の参考となりました。

　１月 27 日、山形県朝日町で視察研修をしてきま
した。朝日町の議会だよりは、各行政区長を紹介す
る「地域を見つめるリーダーたちの提言」や表紙を週
刊誌風にリニューアルするなど町民が手に取って見た
くなるような記事内容やデザインが参考となり紙面
作成向上のヒントを得ることができました。

仙北市議会が視察来町
議会だよりの編集方針などを
意見交換

先進地視察
広聴活動の先進的取り組みを
研修

先進地視察
議会だよりの紙面構成と
紙面のデザイン向上の研修

議会運営委員会
［横手寿明委員長］

　令和 ８年 2月 5日、議会モニター会議を開催し、
町議会からは幅秀哉議長、山崎留美子副議長、横手
寿明議会運営委員長が出席し、モニター 2名からは
議会へのご意見や改善要望を様々いただきました。
　「議場での質疑の際、国会のように分かりやすく
フリップを出してはどうか。」
　「年に一度開催される議会報告会での参加者から
は要望ばかりが多い。」
　「課題解決に向けた住民との懇談会を多く開いて
ほしい。」といったご意見をいただきました。
　議会側からは、予算や時間制約があり国会のよう

　議会活動を通じて、地方自治の進展に大きな役割
を果たした自治功労者として横手寿明議員が岩手県
町村議会議長会表彰（１１ 年以上在職）を受賞しま
した。

様々なご意見を聴きました
令和７年度　
議会モニター会議を開催

にはなかなか実現
が難しい。課題解
決に向けたテーマ
を絞った懇談会開
催も検討していき
たいと回答しまし
た。 議会への課題などが寄せられたモ

ニター会議

主権者教育の取り組みを学んだ河北町での視察

岩手県町村議会議長会
表彰を受賞

議長、副議長から受賞の伝達を受けた横手寿明議員
（写真中央）
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

皆さんの声を聞きました

V O C E
議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。No.32

　岩手山を主体とした自然景観については誰
しも納得するところですが、私の一押しは
「ほっこりする雫石の方言」です。道ばたなど
で顔見知りと行き会うと「ナジョシテラ？マ
メデラガ？」などと声をかけられます。すると
何となく「うん、なんとかイキデラ」などと答
えています。こういう相手に対する思いやりの
ある雫石人情を大切にと思うようになりました。

　苗が植えられた水田が視界いっぱいに広が
る風景が美しいと感じます。それを見られる
のも耕作者や地域の方々が畦

け い

畔
は ん

や道路脇を綺
麗に管理してくれているからです。高齢化で
地域の維持管理活動の継続も難しくなりつつ
ある今、この田園風景を守るために町全体の
課題として考えていきたいと思います。

　宝物は、何より人。厳しい自然の中でも助
け合い、支え合いながら前へ進む熱い仲間た
ちがこの町をつくっている。世代を超えて想
いをつなぎ、挑戦を恐れず進むその絆こそが
町の未来を力強く切り拓く。

　私の終
つ い

の棲
す み

家
か

が雫石であるように、暮らす
場所とする全ての人々の未来が宝物。町の
様々な課題を希望に変えるため移住推進や農
泊体験等、豊かな自然を守り交流を広げる全
ての活動の先にあるのは、数値では測れない
宝物が息づく町の未来そのものです。

矢
や

幅
はば

　新
あらた

さん（76歳・西根谷地）

ほっこりする雫石言葉
土
つち

橋
はし

　弘
ひろ

章
あき

さん（48歳・上西根）

雫石の田園風景

徳
とく

田
た

　輝
ひかる

さん（35歳・安庭）

人との絆
春
はる

木
き

場
ば

　智
とも

恵
え

さん（48歳・籬野）

未来を守る力
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ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
○103

長男・次男夫婦と共に

在京雫石町友会会員　十
じゅうにばやし

二林　三
さぶろう

郎さん

多様な現場で半世紀

趣味の卓球を練習中

　私は西根地区で四人兄弟
の３番目、次男でありなが
ら三郎（長女あり）として

現場代理人を任せられ上下水道工事、広島支店時代
は難度の高い広島高速道路のジャンクション工事で
50カ月、人生最大の工事で不安も大きかったが長丁
場、無事竣工したことは土木技術者としての大きな
ヤリガイを感じた。
　建設現場ではその都度、社員構成・協力業者がす
べて入れ替わり調整の難しさが他産業と大きく異な
る。圏央道関連では新しい橋（55ｍ

×

2径間＝110ｍ）
の架設、都心ではポンプ施設の耐震補強に７年関わ
るなどなど現場一筋。大きな事故もなく戸田建設に
53年間お世話になりました。現場移動の合間には、
夫婦で海外旅行を数回することができ、病院の入院
経験もなく（無事これ名馬？）親と妻に感謝です。
　現在は高校時代に続けられなかった卓球を20年ほ
ど前から地域のチームに入り活動中。ゴルフと国内
旅行（海外高過ぎ）を楽
しみに・・・。また、母
校への微々たる応援もし
ています。雫石町への希
望は、以前取り組みが
あったと聞いていますが
地熱発電利用の町おこし
（戸田建設も浮体式洋上
風力発電を稼働）を実現
していただければと思い
ます。

生を受けました。小学校入学前年の秋に南部の曲り
家が全焼、貧しい小学時代も少し活発なチビで野山
を走り周りました。西山中学入学時、１ｍ3８cmの
低身長で前から３番目も昼食時に飲んだ小岩井の瓶
入り牛乳で中ぐらい程度に成長。部活は経費負担の
軽い卓球部で過ごし今も楽しんでいます。
　盛岡工業校時代に好きな卓球部に入部するも遠距
離通学で夜遅いバスはなく断念しました。冬の厳し
い寒さを凌ぎながらの通学。土木専門課程で放課後
を費やし帰路には、当時暫く続いていた秋田駒ヶ岳
の小噴火を見ながらの夕方帰宅生活でした。
　就職先は東京方面を強く希望し京橋が本社の戸田
建設へ。社内研修後の配属は東京支店でありながら
都会から離れた長野県松本市郊外の山林、ゴルフ場
の新設工事現場（ムムム…）がスタートでした。「金
の卵」呼ばわりで皆さん可愛がってくれましたが人
生初の親離れ。寂しさで母と手紙のやり取りをし「石
の上にも３年」岩手山の雄姿を胸中に奮起。千葉・
神奈川で住宅地の造成工事や地下鉄新設夜間作業、
港湾工事等を経験し福井県では冬の稲妻を聞きなが
ら初めてのトンネルを含む高速若狭自動車道で２年
間過ごしました。
　鉛色の空の下では、サバ・カニ・ボタンエビなど
海の幸が気持ちを明るくしてくれた。30代後半から

昭和 27 年 7 月生まれ。西根小学校　⇒　西山中学校　⇒　盛岡工業高校土木科　⇒　戸田建設㈱。
屋号：八丁野の又兵衛。東京墨田区在住。

広島高速　
温
ぬくしな

品ジャンクション
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ブルーベリー農園にてお客様お迎え時の一枚
左から　　夫の好

よし

人
ひと

さん（62 歳）
　　　　　本人法

のり

子
こ

さん（53 歳）

久
く

米
め

川
か わ

　法
の り

子
こ

さん（５３ 歳）｜上町三｜※盛岡市出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（1月～3月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

1月 1件 20,000 円 4 件 22,000 円

2 月 0 件 0 円 6 件 59,500 円

3 月 1 件 30,000 円 1 件 4,000 円

合計 2件 50,000 円 11 件 85,500 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■�編集デスク
　陽春の心地よい季節となり、令和 8年度がスタートし
ました。町の予算も、一般会計をはじめとする全 10 会
計が可決され、各種施策を着実に推進する予算となっ
ています。一方で、中東情勢の悪化による原油価格高
騰は、さまざまな影響を及ぼし、値上げの再ラッシュと
なっています。家計へ負担が重くのしかかりますが、生
活習慣の根本的な見直しが効果的とのことです。
　新年度も、分かりやすく親しみやすい広報を編集して
いきますので、ご一読のほどよろしくお願いします。
� （広報広聴常任委員：坂井尚樹）

Q お二人の馴れ初めは？
以前の仕事の関係で出会いました（第一印象
は最悪）。紆余曲折を経て、６年前町内にブ
ルーベリー観光農園を立ち上げ、結婚を機に
移り住みました。

A

観光ガイドブックに載っていない町内の穴場
的スポットをどんどん発掘・発信してほしい
です。また公共施設が充実しているので、気
軽に足を運べるような音楽コンサート等の開
催が増えるとうれしいです。

A
Q 町へ望むことは？

Q 雫石町に暮らしてみていかがですか？

A 地域の方々とのつながりの中でライフワーク
を楽しめることが最高の幸せだと感じていま
す。また近所にアットホームな飲食店が多く、
晩酌が進んでしまうのがうれしい悩みです。

なかよしシリーズ㉜

前
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川
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　将
しょう
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た
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ま い
衣さん（御明神谷地）のお子さ

んなかよし３きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長男　海凪さん（14 歳）：フィジーク選手
　次男　海晴さん（12 歳）：芸術家
　三男　海大さん（6 歳）：�レスリングで金メダ

ルをとる

写真左から	 海
み な ぎ

凪さん
	 海

かいせい

晴さん
	 海

う た

大さん
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